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盛岡YMCAの使命
私たち、盛岡YMCAは、イエス・キリストによって示された生き方に学びつつ、豊かな自然と歴史的伝統に満ちた
岩手の地で、こども、家族、地域とともに公正で平和な世界の実現を目指します。
１．こどもたちの個性を大切にし、それぞれの夢や希望、生きる力を育みます。
２．家族の絆といのちの大切さを深め合います。
３．共に生きるために、異なった文化、多様な価値観と出会う場を提供します。

２人の仲間と笑顔でゴール！

向中野小学校５年 西舘 柚奈

　９月21日のチャリティーランでは「元３-３リベンジャーズ」と
いうチーム名で参加しました。３年３組なので、申告タイムは、
「33分33秒」にしました。
開会式を終えて、スタートした時、走る速さを調整しながら走り
ました。最初は早めに走って、休憩もしながら走っていると、最
後のグラウンドで少し早いと思い、みんなでグリコをしなが
ら、ゴールまで向かいました。
　
　ゴールした後、みんなで水分補給をして、ご飯などを買いに行
きました。フリーマーケットを見てみると、「ぬいぐるみひとつ10
円」と書いていたので、安いと思い買うことにしました。その後
は、焼きそばを買いました。すると、ラッフルくじを引く時間に
なったので、くじを買いに行きました。わたしは、６番と147番を
引きました。くじと走った結果を楽しみにしながら、みんなで焼
きそばを食べました。その後もいろいろなものを見て楽しみま
した。

　閉会式が始まると、最初にラッフルくじの結果が発表されま
した。私は一等は当たらなかったけど、フィギュアとお菓子など
が当たりました。その次に走った結果が発表されました。3位く
らいに入ることは出来なかったので、グリコを楽しみすぎたん
じゃないかな？と思いました。だけど、受付で結果を見に行くと
結果は12位でした。みんなは「いい結果になった」と言っていま
した。



  

盛岡YMCA 前潟センタースタッフ　
（ビリケンリーダー）

千葉 芽生

　2025年9月21日(日)に岩手県立大学陸上競技場及び特設コー
スにて、第7回盛岡ＹＭＣＡインターナショナル・チャリティーラ
ン2025を開催いたしました。
　前日は土砂降りで天候が心配されましたが、当日は綺麗な青
空が広がりさわやかな秋晴れの中での開催となりました。今年
はコースを3.6㎞に短縮したこともあり、早いチームは20分足ら
ずでゴールしていました。全力で駆け抜ける若者チーム、YＭＣＡ
の学童やプログラムに集う子どもたちのチーム、小さいお子さん
連れのママさんチーム、平均年齢◯歳のおじさんチーム、県内在
住の外国人グループチームなど、様々な方にご参加いただきまし
た。実はチャリティーラン皆勤賞の私から見ても、今年の盛り上
がりは過去１だったように感じます！
　午後の屋台やイベントブースも、過去最多となり、毎年出店し
ていただいているカナンの園様、盛岡杉生園様、もりおかワイズ
メンズクラブ、accommon様に加え、いわてこどもホスピス様、
American café Denvers様、ユメカナキッチン様、岩手県立大学
化粧ボランティアサークルKIPU*Labo様にも出店いただきまし
た。屋台が増えことにより、子どもたちや親御さん、地域の方み
んなが楽しめる空間となっていました。

　気が付けばもう秋！！秋が大好きなひっつみから8月野外活動
「暑い夏を満喫！思いっきり川遊び！」について報告させていた
だきます。
　８月31日の真夏日に子ども31人、大学生リーダー14人、スタッ
フ2人で、盛岡駅から歩いて中津川まで川遊びに行ってきまし
た！この日はとにかく暑くて、川にたどり着くまでの道のりはなか
なか大変でしたが、「冷たい川が待ってるぞ～！」と声をかけ合
いながら、みんなで励まし合って歩き切りました。
　川に到着すると、もうそこからは遊んで遊んで遊びまくりのオ
ンパレード！浮き輪に乗ってどこまでも流れる子、バケツで頭か
ら水を掛け合う子、水鉄砲でリーダーや友達に攻撃する子、魚
を追いかける子などなど、思い思いの方法で川を満喫していまし

た。何人かで協
力してリーダー
に思い切り水を
か け ま くっ た
り、兄弟で協力
してリーダーを
狙って攻撃した
り、川の冷たさ
も忘れるくらい
遊 び に 夢 中 に

なっていました！お昼ご飯は岩手公園の芝生でピクニック！午後
の遊びに向けてモリモリ食べて、午後も時間いっぱい最後まで
遊び尽くしました！
　今回はいつものようなグループ単位の活動よりも子どももリー
ダーも野外全体で混ざって遊ぶことが多かった野外でした！グ
ループの垣根を超えてリーダーとも子どもたち同士でもたくさん
の関わりが生まれ、あちこちで笑い声が響き渡っていました。普
段は見られない子どもたちの一面をたくさん見ることができた濃
い時間！夏の終わりを飾る最高の川遊び！濃くて暑い、そして冷
た～い1日になりました！

　さらに、Esmeralda Belly Dance Group様、岩手サークルオブ
フレンズ様、岩手県立大学さんさ踊り実行委員会様によるステー
ジ発表も、子どもたちは夢中になって見たり、一緒に踊ったり大
いに盛り上がりました。
　今大会はランナー参加212名、チーム数は過去最多の45チー
ムとなりました。来場者は約530名にのぼり、こちらも過去最多
となりました。いただいたご寄付（広告協賛、企業・団体・個人
寄付、物品協賛、ランナー参加費）は75万円を超え、温かいご支
援に心より感謝申し上げます。地域の皆さま、企業・団体の皆さ
ま、大学生ボランティアリーダー、YMCAに関わる子どもたちと保
護者の皆さま、そしてチャリティーランに関わったすべての方々
に深く御礼申し上げます。来年も開催を予定しておりますので、
引き続きのご参加・ご協力をよろしくお願いいたします。
本当にありがとうございました！

ご報告
9月の 第７回 盛岡YMCA インターナショナル・チャリティーラン

ご報告
8月の 『 暑い夏を満喫！ 思いっきり川遊び！』ちきゅうと、

あそぼう。

みんなで
笑ってゴール！

歩いたり、走ったり♪

一生懸命がんばったよ！

岩手大学２年 （ひっつみリーダー）横山 結花

年代・性別・国籍問わず
みんなで楽しんだ
充実した時間でした♪

手をつないで
一緒にゴールしたり



 

国際協力募金活動
 

  
ご案内
11月の

  

盛岡YMCA 向中野センタースタッフ （ゴリナリーダー）武田 悠

　盛岡YMCAでは、今年の冬もスキーキャンプと日帰りスキース
クールを開催いたします！日程は下記の表の通りとなります。

　会員先行予約は10月12日10時～開始いたします！詳しい予約期間
やお申込み方法は、後日会員の皆様にご案内いたします。YMCAのス
キーキャンプ、スキースクールでは、毎年初めてスキーをする子どもた
ちがたくさんいます。1日目はスキーブーツを履いて歩き、道具に慣れ
るところから。よちよち歩きから始まります。それが、3日目にはリフト
に乗って、自力でスキーで滑ってくることができるようになるのです！
ここまで滑ることができるようになるまでには、毎年たくさんのドラマ
が生まれます。上手くいかず悔しい思いをした子ほど、できたときの感
動は計り知れません。もちろんスキーが上手な子どもたちも毎年たく
さん参加をしてくれています！スキーレッスンではスキーのレベルに合
わせグループを結成し、リーダーと一緒に思う存分スキーを楽しみま
す。
また、スキー以外でも、みんなでご飯を食べたり、お風呂に入ったり、
レクリエーションや生活を共にする中で、初めて出会ったお友達との
絆が深まっていくこともYMCAのキャンプの魅力の一つです。
　今年のウィンタープログラムも、子どもたち一人ひとりが安全に、楽
しく過ごすことができるようリーダー一同準備してまいります。みなさ
まのご参加をお待ちしております。

ウィンターキャンプ 202510月12日から会員先行予約開始！

盛岡YMCA 中央センタースタッフ　茶畑 大地

　盛岡YMCAでは昨年度に引き続き2025年度も、「国際協力募金活動」
を実施いたします。募金の使途は、日本YMCA同盟を通じたウクライナ
避難者支援やパレスチナ難民支援などの活動に充てられます。受け入れ
期間は2025年11月1日（土）から2026年2月28日（土）までとなっており
ます。詳細については後日改めてご案内を差し上げますので、是非ご確
認下さい。
　また、前述の期間の募金の受け入れに加え、街頭募金活動も実施いた
します。昨年度は、普段のYMCAに活動に参加している子どもたちをはじ
め、保護者の方や、卒業生、学生ボランティア等、多くの方と一緒に大通
りで募金を呼びかけました。当日は、多くの励ましのお言葉とご支援を
いただきました。ご協力くださった皆さまには、改めて心より感謝申し上
げます。
　今年度は11月23日、午前11時から午後3までの時間で盛岡市内大通
りを中心に実施を予定しています。詳細につきましては、国際協力募金
活動の案内と合わせて改めてご案内いたします。国際協力募金活動は、
世界の人々のいのちや暮らしを守るために非常に大切な取り組みです。 （リブリーダー）

 【２泊３日】ジュニアスキーキャンプ
　2025年 12月27日（土）～ 12月29日（月）

 【２泊３日】ダイナミックスキーキャンプ
　2026年 １月10日（土）～１月 12日（月・祝）

 【 日帰り 】日帰りスキースクールA
　2026年 ２月１日（日）

 【 日帰り 】日帰りスキースクールB
　2026年 ２月15日（日）

※場所はすべて安比高原スキー場となります。

盛岡YMCA ウィンターキャンプ2025
スケジュール



  

最新情報はこちらでチェックできます！

ホームページ facebook instagram

盛岡YMCAリーダー紹介㉞

10・11月活動案内

木曜 10/2、9、16、23
幼児

10/4、11、18、25
土曜小学生

体育教室 10/4、18、25

月曜 10/6、20、27
水曜 10/1、8、22、29

10/2、9、23木曜
10/3、10、17、24金曜

10/7、14、21、28習字教室

ちきゅうと、あそぼう。

水曜 10/1、8、15、22、29

金曜 10/3、10、17、24、31

● 10月

木曜 11/6、13、20、27
幼児

11/1、８、15、22
土曜小学生

体育教室 11/1、８、15、22、29

月曜 11/10、17
水曜 11/５、12、19、26

11/6、13、20、27木曜
11/７、14、21、28金曜

11/４、11、18、25

11/30

ちきゅうと、あそぼう。 10/26

習字教室 水曜 11/5、12、19、26

金曜 11/７、14、21、28

● 11月

【その他の10月の開催予定イベント】

【その他の11月の開催予定イベント】

・10月19日(日)：合同サッカースクール／サンデースクール

・11月３日(月・祝)：秋のサッカー大会
・11月９日(日)：サポートプログラム

・11月23日(日)：国際協力街頭募金
・11月24日(月・祝)：サンデースクール

　おっぺけペー！こんにちは！岩手大学人
文社会科学部３年のぺぺこと加藤萌生で
す！よく、なんで「ぺぺ」なの～？ペペロン
チーノが好きだから？と子どもたちに聞か
れるのですが、実は名字の加藤から「か
とちゃんぺ」を連想し、その「ぺ」を２つ付
けてみた、という由来です。今の小学生の
子どもたちには、「かとちゃん」が伝わら
ないこともあり、由来を伝えるのに苦戦し
ています…。以前、野外活動のしおりのぺ
ぺの絵で、かとちゃんの絵を描いてもら
ったときは、グループの女の子に「誰？このおじさん！」と言われ、
その後から「ぺぺおじ」と呼ばれるようになりました。
　私は現在、毎週ぷらいむ・たいむ中央校に遊びに行っているの
ですが、毎日新しい遊びが生まれていて、本当にいつも楽しいです
！先日は、学童のとある男の子と「バグUNO」を発明して一緒に遊
びました。UNOの特殊カードだけを使って遊ぶのですが、引くた
びに必ず何かが起こるのでとても慌ただしくなり、それが面白くて
ずっと大笑いしたことを今でも覚えています。学童では、「純粋に
楽しそうと思ったことをなんでもやってみる！」という子どもたちの
姿があります。大学生にもなると、なんでもまずやってみよう！とい
うチャレンジ精神が、「いや～でもなぁ」と、止まってしまうことが
多いように思います。子どもたちと遊びや関わりを通して、日々学
んでいきたいと思います。　

　前日までの大雨、強風が嘘のように晴れ渡った中、
開催された第７回盛岡YMCAチャリティーラン。140名
を超える盛岡YMCAリーダー会を代表してエントリーし
たのは、１・２年を主体とした「ユニバーサルスタジオ
リーダーズ」。強烈なインパクトを残しましたが、残念
ながら、コスチューム賞は「ぷらいむ・タイム中央校」の
こどもたちのチーム「ピヨリーナ株式会社」の手に。来
年のパフォーマンスに期待してます。

（ ぺぺリーダー ）岩手大学３年　加藤 萌生

YMCAの行う国際協力➇「今、パレスチナで何が起きているのか」報告会を開催

オリーブの木キャンペーンはこちら ▶

盛岡YMCA 国際協力活動
担当 小川 嘉文

めの来日でしたが、ピー
ター総主事は東京のほ
か、横浜、大阪のYMCAを
訪ねたほか、広島では平
和記念公園と資料館を見
学。また各地でパレスチ
ナの支援活動等を行って
いるグループの方たちと
の交流の時間も持ちまし
た。
　「パレスチナのことを忘れないでいてほしい」というピーター総主事の
呼びかけに応え、日本のYMCAは今後も、パレスチナでの平和の実現を目
指して「オリーブの木キャンペーン」をはじめとする支援や交流活動を展
開していきます。ご支援ご協力をお願いします。

　2025年7月7日、東エルサレムYMCA（パレスチナ）総主事のピーター・ナ
シルさんによる報告会「今、パレスチナで何が起きているのか」を開催し
ました（主催：日本YMCA同盟、共催：日本YWCA、会場：東京YWCA）。
　多くの命が奪われているガザだけでなく、ヨルダン川西岸でもイスラエ
ルの入植者たちによる過酷な暴力が起きていること。その中で東エルサ
レムYMCAは、被害者のトラウマケアやリハビリテーションのための活
動、就業支援や女性支援等のコミュニティサービス等を行っていること
が紹介されました。報告を受け、日本にいる私たちには何ができるのか、
意見交換も行われました。
　報告会の前日にピーター総主事は、学生YMCAメンバーを中心とする
ユースたちとも交流。ユースたちからのさまざまな質問に答え、さらに今
後パレスチナと日本のユースが交流の機会を持てるよう協力することを
約束してくださいました。
　今回は、大阪で開催された世界大都市YMCA会議（WUN）の参加のた

( 日本YMCA同盟のフェイスブックより引用 ）


